
第２号様式の３

令和元年度第２回法務省総合評価委員会審議概要

開 催 日 及 び 場 所 令和元年１１月２０日（水）１６：５０～１８：１５

法務省共用会議室４（大臣官房施設課旧入札室）

角 田 茂 （大学参事）※委員長

委 員 只 木 誠 （大学教授）

遠 藤 和 義 （大学教授）

審 議 対 象 期 間 平成３１年４月１日から令和元年７月３１日まで

【 工 事 】 （備考）

抽 出 対 象 案 件 総件数 １４ 件

技術提案評価型

Ｓ型 ５ 件

施工能力評価型

類 Ⅰ型 ６ 件

施工能力評価型

Ⅱ型（一般タイプ） ３ 件

型 施工能力評価型

Ⅱ型（小規模タイプ） ０ 件

【 業 務 】 （備考）

抽 出 対 象 案 件 総件数 １１ 件

類

標 準 型 ０ 件

型 簡 易 型 １１ 件

意見・質問 回 答

委員からの意見

・質問，それに 別紙のとおり 別紙のとおり

対する回答等

具申又は勧告 回 答

委員会による

意見の具申又は なし なし

勧告の内容
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別 紙

意 見 ・ 質 問 回 答

（議題）総合評価落札方式の実施状況につい

て

意見・質問なし。

（議題）抽出案件の審議

宮城刑務所北収容棟等新営（建築）工事［技

術提案評価型Ｓ型］

技術提案評価において，企業を評価する際 今回は申請があった企業の名称を５０音

に匿名性を確保するため，企業名に代えて 順にし，アルファベットの順番と対応させ

アルファベットを用いているが，アルファ ている。企業の申請順にアルファベットを

ベットと企業名の対応はどのように決めて 振ることもある。案件ごとに無差別に決め

いるのか。 ている。

技術提案の中に，乾燥収縮を低減するため， RCの打ち放しである。

収縮低減材を塗布するとの提案がある。塗布

材の種別によってはタイルの脱落が起こるな

ど，特に新建材の評価は難しい。評価した技

術提案の内容が原因で欠陥が生じるという事

態になりかねない。今回の外壁の仕上げはど

んなものか。

技術提案の中で，仕上材に及ぼす影響が確 技術提案の記述が不十分であった。当該

認できないことを理由として技術提案が不採 技術提案には，仕上材に対する塗布材の適

用となっているものがあるが，記述が不十分 切性に関する記述がなかった。他の者の提

であったのか。それとも提案が間違っていた 案には，適切性や有効性について記載が十

のか。 分になされていた。

機密性１情報
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新潟刑務所職業訓練棟Ｃ等新営（電気設備）

工事［施工能力評価型Ⅰ型］

入札を辞退した企業が１者あるが，何故な 辞退者から明確な理由の説明はなかった

のか。 が，配置予定技術者を本案件に専属で配置

できなくなったことが要因のひとつと考え

られる。

福岡刑務所経理棟新営（電気設備）工事［施

工能力評価型Ⅱ型］

入札を辞退した企業が３者あるが，何故な 辞退者から明確な理由の説明がなかった

のか。 ものの，これまでの例を踏まえると，配置

予定技術者の専属配置が不可となった可能

性が高い。

今回の入札では認定者４者の内３者が辞退 今後の検討としたい。

しており，残る１者が落札している。今後，

入札において不正がなかったことを明確にす

るためにも，入札参加者の辞退理由を聴取し，

記録を残した方がいいのではないか。

宮城刑務所北収容棟等新営工事監理業務

［簡易型（短縮）］

技術評価の中で，過去の法務省における 業務成績が標準点未満の場合には，減点

業務成績により，評価点がマイナスとなって 評価を行っている。一方，標準点以上の場

いる者がある。どのような場合に減点の配分 合には加点評価をしている。

となるのか。

機密性１情報
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（議題）その他について

協力雇用主制度

協力雇用主に係る総合評価について，大 今後の検討としたい。

規模工事にはなじまず，当該案件には採用し

づらい現状であることを承知しているが，今

後は小規模工事のみでなく，大規模工事にも

適用できるよう，方策を検討していただきた

い。

業務総合評価落札方式における技術提案

の取扱い

技術提案書を提出しない者及び不適切な 今回の委員会にて承認されれば，直近の

記載をした者についての取扱いを定めるとい 業務から適用予定である。方法については，

うことであるが，いつ頃，どんな形で周知す 入札説明書に取扱いの内容を記載する形で

るのか。 周知を行う。

技術提案書を提出しない者を失格にする 国土交通省にて同様の取扱いが行われて

ことについて，国土交通省でも同様の取扱い いる。法務省では明記がされていなかった

を行っているのか。 ため，入札説明書に記載をするものである。

応札者が技術提案書の作成を外注するこ 外注されたものであっても，応札者が提

とは認めているのか。 案内容に責任を取るのであれば問題ない。

機密性１情報


